
ミストを切り裂き、新しい麺に立ち向かう
躍動感溢れる迫力のエンターテイメント

市原隼人さんワイヤーアクションにチャレンジ！

「スーパーカップ1.5倍」新CM 9月3日(土)O.A.開始

～ミスト篇～

報道関係者各位

平成23年8月31日

平素は、格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
エースコック株式会社（本社：大阪府吹田市 社長：村岡 寛）では、「スーパーカップ1.5倍」のリニューアル

発売をいたします。

CMキャラクターには、若者に絶大な人気を誇る俳優・市原隼人さんを昨年に引き続き起用。
新製法“うまミスト”仕立ての“新”ガッシリ３Dめんで麺の旨みが濃くなったスーパーカップの魅力を、まるで

アニメのような世界観でダイナミックに表現。ワイヤーアクションに挑戦した市原さんの豪快なアクションと
『味わえ、麺！』という熱いメッセージも見所です。

こちらのCMは商品のリニューアル発売に合わせ、全国で放映を開始し、「スーパーカップシリーズ」の
ブランド力の向上と、さらなる拡販を狙います。

ACECOOK NEWS RELEASE



■CMストーリー

■CM制作者から

■市原隼人さんをCMに起用した経緯と意図

■市原隼人さんプロフィール

１９８７年２月６日生まれ Ａ型 神奈川県出身

「リリイ・シュシュのすべて」映画デビュー
2004年「偶然にも最悪な少年」主演にて日本アカデミー賞新人俳優賞受賞
その後、「ＲＯＯＫＩＥＳ」や「猿ロック ＴHＥ MOVIE」「ボックス！」など数々の映画、
ドラマで活躍。本年は、「ＤＯＧ×ＰＯＬＩＣＥ 純白の絆」に主演。10月1日（土）全国東宝系に
て公開予定。また、今秋には、ＴＢＳ系ドラマ「ランナウェイ～愛する君のために 」での主演が
決まっており、今後益々の活躍が期待されている。

麺の旨みを強くした、新製法のうまミスト仕立ての“新”ガッシリ３Dめん。その新しくなった“新”ガッシリ３D
めんの美味しさを是非多くの皆様に体験いただきたい気持ちから、メインとなるキーワードを『味わえ！
麺！』に決定。その挑戦的なフレーズにぴったりな映像表現として、コミック漫画のような世界観の中、
市原隼人さんが躍動感あるアクションで麺に挑むストーリー展開で若者を中心としたスーパーカップ
ファンにPRします。

エースコック「スーパーカップ1.5倍」は、若者を中心に長年支持され続ける大盛りカップめんの
代表ブランドです。この商品にふさわしいイメージキャラクターとして、同じく若者から絶大な支持を
集め続ける市原隼人さんを、昨年に引き続き起用しました。新CMで、メインターゲットである若年層を
中心とした「スーパーカップ1.5倍」のブランド力強化とリニューアルした商品への期待感をさらに
高めていきます。

強ゴシの噛み応えはもちろん、味も強くなった“新”ガッシリ３Dめん。この特長をターゲットに伝えるために、
強い麺と格闘するかのようなエンターテイメント性の強いCMにしました。ワイヤーアクションあり、CGあり、
アニメーションあり、ハイスピードあり。盛りだくさんの演出によって、若者が慣れ親しむアクションコミック
漫画の過剰な世界観を、市原隼人さんの実写映像でつくりあげました。若い世代に、自分たちの商品だと
思ってもらえるCMです。



商品に関するお問い合わせ先
エースコック株式会社 マーケティング部 広告宣伝チーム
TEL 06-6338-3501 FAX 06-6330-9477
〒564-0063 大阪府吹田市江坂町1-12-40

報道関係者様からのお問い合わせ先
エースコックPR事務局 株式会社プラチナム
担当：宮田・松永・牧野
TEL 03-5572-6073 FAX 03-5572-6075

一般読者様からのお問い合わせ先
エースコック株式会社 お客様相談室
TEL （大阪）06-6338-2745
受付時間 9：00～17：30（土・日・祝日を除く）
エースコックホームページ http://www.acecook.co.jp/

■メイキングエピソード

※このCMの映像、CMカットもご用意させていただいております。
ご希望の方は、下記までご連絡ください。

放送開始 ：2011年9月3（土）

放送エリア ：全国

ＣＭタイプ ：ミスト篇

■ＣＭ概要

「おはようございます！」とさわやかな笑顔で現場に入りした市原さん。監督との打ち合わせも和やかな
雰囲気の中、撮影が開始しました。ところが撮影に入ると表情が一変、緊張した空気に現場が包まれ、
カットがかかると自らモニターを食い入るようにチェック。監督と意見を交換し、少しでも良いものを作ろうと
積極的に制作に参加してくれました。

今回、ワイヤーアクションにも挑んだ市原さんですが、アクション付きの難しい演技も完璧に演じられ、そ
んな市原さんに引っ張られるように最後まで緊張感がありながらも笑顔で撮影を終えることができました。

撮影日は最高気温33度を超える真夏日、しかし市原さんは汗をかくと撮影に支障があると前日から飲食
を節制するなど、プロ意識の高さを感じさせてくれました。


